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緑の郷ホームページ ⇒MENU  思い出のページ 

緑の郷ホームページでも行事の様子をご紹介しています 

今年も緑の郷に春が訪れました。3月 30日

にお花見行事を開催し、午前中は春の風を感

じながら桜の散策を、昼食には限定のお花見

弁当を楽しまれました。午後からはお花見喫

茶『緑Café』がオープン。『花より団

子？』だけではない、春を感じるひとときと

なりました。 

ぜひ、緑の郷ならではのお花見の様子をご覧

ください。 

 

大好評の特製お花見弁当！ 

当日はお天気にも恵まれ、穏やかな一日となりました。 

リハビリ室では、 

桜の香りを感じなが

らアロママッサ―ジ 

を行いました。 

こちらも大好評！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お花見喫茶 緑 cafe 

 

 

当日は、ご家族の皆様にもご一緒にご参加い

ただきました。ご来店、誠にありがとうござ

いました。今年のカフェは、メニューからド

リンクとケーキをお選びいただく本格的なス

タイルに。「どれにしようかな…？」と楽しみ

ながら選ばれるご様子が印象的でした。 お花見チーム集合！ 

4 月 10 日、もみの木こども

園の皆様が 4 丁目に来訪さ

れました！ 

かわいい子どもたちの姿に、

皆様も思わず笑顔に… 

もみの木こども園様 来訪！ 緑成会 入職式 

【新入職式を執り行いました】 

令和 8 年 4 月 1 日、緑成会新入職式が執り行われ

ました。当日は法人全体で 6 名が入職し、そのうち

緑の郷からは 3 名が入職式に参加しました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★利用者さまとご家族には、今後もご利用前（お迎え時）の検温・マスク着用のお願い
と一部活動の自粛について、ひき続きご協力とご理解をいただいております。 

春の絶景とリハビリ 

廊下の歩行（１往復 50m）やサイクル、スクワッ

トなど、ご本人の身体機能やご希望に合わせて、

内容や頻度を設定しています。まだ、実施してい

ない方で、ご希望があればお知らせ下さい。 

 

早速、階段昇降や立ち上がりがスムーズになると

実感できている方もいるようです。 

緑の郷の山には多くの桜が咲いています。この時期の景色をご覧ください。 

また、４月から個別のリハビリをしっかり記録するためにスタンプカードを作成しま

した。その頑張りについてもご紹介いたします（一部です）。 

送迎の準備中に見えた雨上がりの景色。空の青さと桜

のピンクがとてもきれいでした。 

スタンプカードは、リハビリを実施するごとに1個スタンプします。デイサービスに来ることや
リハビリへのモチベーションになっており、職員一同嬉しく思っています!! 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「日本人は、安全と水は無料で手に入ると思い込んでいる」1970 年のベストセラー『日本人と

ユダヤ人』（イザヤ・ベンダサン/山本七平：著）の一節で、イスラエルの駐日外交官の言。

第 1章の興味深い部分を要約すると・・日本人にとって危険とは＜地震・雷・火事・オヤジ＞

の如き一過性のもので、頭を抱えて丸くなっていれば通り過ぎる。欧州と比較した時、日本に

は（ペストの如き）伝染病の蔓延も、（ユダヤ人が受けたような）集団殺戮も差別も迫害もな

く、先の大戦でさえも一過性と捉えられた◆著者が当時指摘した＜安全神話＞は、その後 50

年経っても変わらず、首都の中枢でサリンが撒かれても、東日本で大震災が発生しても、直接

の被害者・被災者以外は一過性のものと捉えた国民が多かった。英国では 12 歳以下の子供を

一人で外出させたり留守番させたりすると保護責任を問われるが、日本では小学生が一人で電

車通学する光景は珍しくない。それを英国人が見れば、児童の自律性や日本の治安を評価する

どころか、保護者の安全意識の低さに驚愕するはず◆コロナ禍以降、世相は特に混沌としてき

た。コロナは日本をも例外なく襲い今も根絶できていない。超大国の指導者たちは臆面もなく

戦争を仕掛け、その影響は確実に日本の首を絞めている。普通の青少年が闇バイトに応じて独

居老人を襲い、鉄町内でも被害者が出た。何と教員による児童盗撮が発覚、性犯罪も増加の一

途。加えて富士山噴火も首都直下地震も高い確率で予知され、南海トラフ地震に至っては、ひ

とたび起これば日本は極東の最貧国に堕するとされる。もはや一過性として辛抱できるレベル

を越え、個々人が自身の資金を使い身構えねばならぬ段階に来ている◆冒頭の第 1章は以下の

記述で結ばれる。「・・自己の生存も、自己の安全も、（中略）自らの手で、高いコストをか

けて、保存しなければならない、というのが、二千年の体験から割り出したユダヤ人の結論で

あり、日本人と根本から違う点なのである」              【理事長 田中 實】 

【 ナツミカン の コラム 】 

 
住所：〒225-0025 横浜市青葉区鉄町 2075-3 
電話：045-903-8500  FAX：045-903-8264 4 月より 8年ぶりに居宅のケアマネとして緑の郷へ戻って参

りました。22歳で入職し、介護職や地域包括支援センター

等の経験を経て、初心に立ち返る思いです。58 歳独身、趣

味は楽器演奏(ギター、ベース)です。 

現在、私自身も両親の介護に直面しており、家族の立場で支

援を受ける中で多くの学びを得ています。 

離れていた 8年の間に平成から令和となりコロナもありまし

た。一日も早く環境に慣れ、皆様のお力になれるよう努めま

す。宜しくお願いします。     居宅介護支援課 羽成 直道 

ホームページ 

 

ミャンマー出身のチャンさんに、日本に来たきっかけや現在の 

お仕事について伺いました。 

Q:日本に来たきっかけは？ 

A:大学 1 年生のときにコロナや国内の情勢が重なり、学校に通えなくなりました。 

それをきっかけに、将来と家族のために日本に来ることを決めました 

Q:来日前の気持ちは？ 

A:不安もありましたが、必ず日本に行くと決めて、日本語の勉強を続けていました 

Q:介護の仕事はどうですか？ 

A:初めてのことばかりで、最初は不安もありましたが、先輩方に支えられています。 

ご入居者の皆様に『ありがとう』と言っていただけることが一番嬉しいです」 

不安を乗り越え、日本で一歩を踏み出したチャンさん。これからの活躍が楽しみです。 

 

※今回は触りなので内容を軽くしています！ 

チャンさん ４丁目 介護スタッフ  

                                          

もはや安全はタダではない 

一緒に散歩して、ありがとう

と言われたでしょうね 


